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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成20年7月24日(2008.7.24)

【公開番号】特開2008-135789(P2008-135789A)
【公開日】平成20年6月12日(2008.6.12)
【年通号数】公開・登録公報2008-023
【出願番号】特願2008-43214(P2008-43214)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月29日(2008.4.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】

発光層を挟んで第１導電型層、第２導電型層が設けられた素子積層構造に、同一面側を電
極形成面として、に第１導電型層、第２導電型層にそれぞれ第１電極、第２電極が設けら
れた発光素子と、
　前記発光素子を、積層基体に実装した素子積層体において、
　前記発光素子の電極形成面内において、
前記第１導電型層に前記第１電極が設けられた電極形成部と、前記発光層を挟んで第１導
電型層、第２導電型層が設けられ、該第２導電型層上に前記第２電極が形成された発光構
造部と、を有し、
　前記第１電極は、前記発光構造部に分離された複数の前記電極形成部が設けられ、前記
第２電極上には、前記発光構造部を備えた連結発光領域により互いに分離された複数の第
３電極が設けられ、
　前記積層基体が、電極を備えて、前記発光素子の電極形成面側を接合側として、前記複
数の電極形成部、第２電極にそれぞれ対応して、該基体側電極に接合されている素子積層
体。
【請求項２】
前記発光素子は、前記発光構造部を有する発光領域と、前記第１電極形成部のパッド部が
配置されるパッド部形成領域と、を有し、該パッド部形成領域のパッド部間に、前記発光
領域に連結する連結発光領域が設けられている請求項１に記載の素子積層体。
【請求項３】
　前記発光素子が、前記発光領域と、該発光領域を挟む前記第１電極パッド部形成領域と
、前記第３電極のパッド部形成領域を有する請求項１乃至３のいずれか一項に記載の素子
積層体。
【請求項４】

発光層を挟んで第１導電型層、第２導電型層が設けられた素子積層構造に、同一面側を電
極形成面として、に第１導電型層、第２導電型層にそれぞれ第１電極、第２電極が設けら
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れた発光素子と、
　前記発光素子を、積層基体に実装した素子積層体において、
　前記発光素子の電極形成面内において、
前記第１導電型層に前記第１電極が設けられた電極形成部と、前記発光層を挟んで第１導
電型層、第２導電型層が設けられ、該第２導電型層上に前記第２電極が形成された発光構
造部と、を有し、
　前記第１電極は、前記発光構造部に分離された複数の前記電極形成部が設けられ、前記
第２電極上には、前記発光構造部を備えた連結発光領域を挟んで互いに分離された複数の
第３電極が設けられると共に、
　前記第１電極のパッド部が配置された第１電極のパッド部形成領域と、前記第３電極が
配置された第２電極のパッド部形成領域と、該領域間に挟まれて、前記連結発光領域に連
結する発光領域と、を備え、
　前記積層基体が、電極を備えて、前記発光素子の電極形成面側を接合側として、前記複
数の電極形成部、第２電極にそれぞれ対応して、該基体側電極に接合されている素子積層
体。
【請求項５】
　前記発光素子が、前記発光領域と、該発光領域を挟む前記第１電極パッド部形成領域と
、前記第３電極のパッド部形成領域をそれぞれ複数有する請求項１乃至４のいずれか一項
に記載の素子積層体。
【請求項６】
　前記互いに分離された複数の第１電極パッド部が、前記積層基体側の１つの電極に接合
されて電気的に接続されていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の
素子積層体。
【請求項７】
前記素子積層体において、前記発光素子の第２電極、若しくは第２電極上の第３電極が、
互いに分離されて、該分離された第２導電型層の複数の電極が、積層基体側の１つの電極
に接合されて、互いに電気的に接続されていることを特徴とする請求項６記載の素子積層
体。
【請求項８】
前記第１電極は、パッド部形成領域に互いに分離された第１電極のパッド部と、各パッド
部から、該パッド部形成領域から分離され前記発光構造部を含む発光領域にまで延伸して
形成される延伸電極部と、が前記各電極形成部に設けられていることを有することを特徴
とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の素子積層体。
【請求項９】
前記発光領域内の発光構造部に設けられた第２電極が、該第２電極上に設けられた第３電
極を有し、前記第１電極の延伸電極部間に該第３電極が設けられて、各第３電極は互いに
分離されて複数形成されていることを特徴とする請求項８に記載の素子積層体。
【請求項１０】
前記延伸電極部間の発光構造部、若しくは延伸電極部に分離されて併設された発光構造部
が、発光領域内の延伸電極部の端部近傍の発光構造部に連続して形成されていることを特
徴とする請求項８又は９に記載の素子積層体。
【請求項１１】
請求項１乃至１０記載の素子積層体を用いた発光装置であって、発光装置には、発光素子
から光の一部を、それとは異なる波長の光に変換する光変換部材を有することを特徴とす
る発光装置。
【請求項１２】
前記光変換部材が、（Ｒｅ1-xＲx）3（Ａｌ1-yＧａy）5Ｏ12（０＜ｘ＜１、０≦ｙ≦１、
但し、Ｒｅは、Ｙ，Ｇｄ,Ｌａ，Ｌｕ，Ｔｂ，Ｓｍからなる群より選択される少なくとも
一種の元素であり、ＲはＣｅ又はＣｅとＰｒである）であらわされる蛍光体を、又は
Ｎを含み、かつＢｅ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、及びＺｎから選択された少なくとも一つ
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の元素と、Ｃ、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｔｉ、Ｚｒ、及びＨｆから選択された少なくとも一つ
の元素とを含み、希土類元素から選択された少なくとも一つの元素で付活された窒化物系
蛍光体を有する請求項１１に記載の発光装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】半導体発光素子の素子積層体及びそれを用いた発光装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１６４９３０
【特許文献２】特開２００１－３４５４８０
【特許文献３】特願２００１－１２４５５６（特開２００２－３１９７０５）
【特許文献４】特開平１０－１７８２１４
【特許文献５】特開２００１－２３０４４８
【特許文献６】特開２００２－１５１７３９
【特許文献７】特開２００２－３３５０１４
【特許文献８】特願２００２－１６９６２２（特開２００４－１４９７３）
【特許文献９】特開２００４－０４７９８８
【特許文献１０】特開２００２－０２６３８４
【特許文献１１】特開２００１－０８５７４９
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１９】


	header
	written-amendment

